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いきいきと働き続けられる職場めざして、学び・交流を 
第5回ブロックセミナー 6月1－2日、広島で開催 

 第1日目 ６月１日（土）13時30分ー 

講演「ここまできた労安活動の成果と 

   今後の課題」 

    東京社医研センター村上剛志氏 

 

第１日目 15時45分―第2日目 分科会 

①メンタル不全を起こす職場・環境問題 

講演：広島法律事務所・佐藤真奈美弁護士 

   広島法律事務所・松岡幸輝弁護士 

②学校にローアンの風を 

助言：村上剛志氏（＝「学校にローアンの   

   風を」の著者、講演の講師） 

③医療・福祉労働者の夜勤・交替制労働 

 －いのちを守る人のいのちと健康 

報告：島根医労連   

④じん肺・アスベスト問題をどうとりくむか 

報告：三菱重工長崎じん肺訴訟の報告 

   アスベスト問題の報告 

⑤いのちと健康を守る基礎講座（仮題） 

講演：いのちと健康全国センター福地理事長 

 （要請中） 

⑥安全衛生委員会の活動 

報告：広島市民病院労組 

 11月23日、第５回中四国ブロックセミナー実行委員会は、次回セミナーの日程、場所などを検

討し、確認しました。 

 第１日目講演は、「ここまできた労安活動の成果と今後の課題」で、講師は世界と日本の労働

安全衛生活動の研究されている東京社会医学研究センターの村上剛志さんです。 

 日本と世界の労安活動の

到達点、成果を学び、それ

を武器として活かしていく

今後の課題を解明して頂き

ます。 

 分科会は、前回の反省を

含め、参加者の質疑・討論

の時間を増やすために、第1

日の講演終了後から開始し

て、第2日目午前中いっぱい

とするようにしました。 

 分科会の講演、報告は、

熟達した講師、実践を積ん

できた報告者としました。 

 日頃取り組んでいる活動

の前進面、困難な点、突き

当たっている問題やこれか

らどう取り組むかなど、悩

みや教訓を交流して、「い

きいきと働き続けられる職

場を」めざす運動の力にしましょう。 

 交流会でも、言い足りないことを交流しましょう。 

 会場は、ＪＲ広島駅近くです。宮島など「平清盛」の足跡も近くにあります。 

 申し込み書などは、出来次第各県にお送りします。 



シンポ「パワハラ対策といの健・労組の役割」 
 全国センター地方センター交流集会で、中四国の取り組みも報告  

 来年2月10－11日、岡山県倉敷市で全国センターが開催している第8回地方センター交流集会が

開かれます。 

 各地の地方センターの活動交流や、地方センター結成な

どについての交流が行われます。各県から、積極的なご参

加をお願いします。 

 この交流集会の企画として、シンポ「パワハラ対策とい

の健・労組の役割」が開かれます。 

 地元でもあり、岡山からは県過労死センターへの相談か

ら始まった『いじめによる焼身自殺」事件訴訟について、

担当の山本弁護士（岡山県過労死センター代表委員）、広

島県の広島音楽学校のパワハラ事件で、裁判闘争も続けて

職場復帰、勝利解決した組合のたたかい。島根からは、島

根富士通でのパワハラ事件を地域労組でたたかって頑

張っている経過、愛媛のパワハラをストップさせ職場復帰

した組合のたたかいなどの報告が検討されています。 

岡山県貨物鋼運・中上氏自殺事件－12年を超えるたたかいで 

逆転勝利判決を勝ち取る－勝訴のご報告とお礼 
 １１月２２日、岡山地方裁判所倉敷支部は、岡山県貨物鋼運㈱従業員中上孝志氏の自殺事件につい

て、会社の責任を認定して原告（妻、

息子２人）に対して損害賠償金を支

払うことを命じる判決を下しました。 

長距離運転手として勤務していた中

上孝志さん(当時53才)は、2000年3

月22日、トラックの荷台で自殺しまし

た。 

 中上さんは、長時間の運転に従事

していたことと、配車を担当する上司

から受けていた差別的嫌がらせが原

因で心身ともに疲弊しきってしまい、

うつ病に罹患しました。このような状

況のなか、中上さんは水島から名古

屋に運んだ荷物を壊す事故を起こ

し、会社上司から責任追及され、自

殺に至ったものです。 

 労災申請は、審査会でも棄却され、

この取消しを求める行政訴訟も地裁、 勝利判決を受けた原告（左から3，4人目と弁護士同2人目）ら 

高裁で棄却されました（2011年1月27日）。 

 判決は、過重労働により精神疾患を発症し正常な判断能力が損なわれものであるとして、自殺との相当

因果関係を認め、被告会社に安全配慮義務違反による損害賠償を支払うよう命じる判決を下しました。 

 12年8か月の長期にわたるたたかいで逆転、会社の責任を認めさせることが出来ました。 

 みなさんのこれまでのご支援にお礼を申し上げ、ご報告します。 

2012年11月22日 

岡山県労災職業病・過労死連絡センター（連絡先：岡山県労働組合会議内） 


